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本アプリケーションノートでは、適切なライブラリ
を作成した上で、ラマン分光法を用いて異なる2社
が製造したイソプロピルアルコールを迅速かつ非破
壊的に識別する手法を示しております。携帯型ラマ

ン分光計Mira M-1による測定はサンプルの前処理を
必要とせず、即座に明確な識別結果を得ることが可
能です。

イソプロピルアルコールのような有機溶剤は、多く
の美容・化粧品、塗料、香料の製造、そして合成反
応(特に医薬品用途)に必要とされています。
本測定では、異なる2つの製造元からのイソプロピ
ルアルコールサンプルをラマン分光測定を行い、ス

ペクトルの違いを調査いたしました。予想外にも、
スペクトルにはいくつかの差異が認められ、それに
より製造元ごとの識別が可能であることが示されま
した。

すべてのスペクトルは、ラマン分光計 Mira M-1 を
用い、自動取得モード(すなわち、積分時間が自動的
に設定されるモード)で測定されました。測定には
785 nmのレーザー波長および軌道ラスタースキャ

ン技術(Orbital Raster Scan Technologie, ORS)技術
を使用しました。イソプロピルアルコールのサンプ
ルは、Mira M-1 のバイアルホルダーアタッチメン
トを用いてバイアル内で測定されました。

2社のイソプロピルアルコール製品が評価されまし
た。ラマンスペクトルには、明確な違いが見られ、
これはサンプルは何らかの不純物が含まれている可

能性を示唆しております。この測定結果は、ラマン
分光法による識別が可能であることを示しておりま
す(図1を参照)。
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図 1. イソプロピルアルコール（製造元1および2）のスペクトルとエチルアルコールのスペクトルの重ね合わせ

1400–1470  cm−1のピークは、δ(CH2)および
δ ( C H 3 ) の 非 対 称 振 動 に 由 来 し て い ま す 。
600–1300 cm−1の範囲には、υ(CC)に由来する脂
肪族鎖の振動が見られ、いずれのイソプロピルアル
コールサンプルにもこれらのピークが確認されます
。

一方で、883、1049、1095、1276 cm−1のピー
クに注目すると違いが現れます。文献によれば、こ
れらのピークはサンプル中にエタノールが存在する
ことを示唆しており、図2に示すように、この違い
から両サンプルを識別することが可能です。
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結論

図 2. イソプロピルアルコールスペクトル間の違い

2つのイソプロピルアルコールサンプルのスペクト
ルを比較すると、製造元2の試料にはエチルアルコ
ールが含まれていることが明らかとなりました。
Mira M-1を用いることで、製造元の異なるサンプル

を識別することが可能であり、本ラマン分光計が溶
媒やアルコール類といった受け入れ原料の識別に適
していることが実証されました。
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装置構成

MIRA P Advanced
Metrohm Instant Raman Analyzer (MIRA) Pは、
迅速な非破壊的計測および薬品有効成分や賦形剤な
どの様々な物質の検査に使用できる、高性能な携帯
型ラマン分光計です。サイズはコンパクトですが、
MIRA Pは非常に堅固で、弊社独自の軌道ラスター
スキャン技術 (Orbital Raster Scan Technologie,
ORS) を備えた作業効率の高い分光技術構造を有し
ています。MIRA PはFDA規則 21 CFR Part 11の要
件を満たしています。

Advanced Packageには、物質を直接、またはオリ
ジナル容器で分析することが可能なアタッチメント
レンズ (レーザークラス3b)、およびガラスバイアル
中のサンプル分析のためのバイアルホルダーアタッ
チメント (レーザークラス1) が含まれています。
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